
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脊柱側わん症の早期発見のため、一人ずつついたての中に入り、背中の写真を撮って検査をします。 

スムーズに検診が受けられるようによく読んでおいてください。 

○時間・・・１３：２０～ （女子は１３：１５に視聴覚室前に整列してください） 

○順番・・・昨年度欠席者 → １A女子 → １A男子 

○場所・・・視聴覚室 

○服装・・・上：下着などをすべて脱いでジャージ１枚のみ 

        （ついたての中では、ジャージを脱いで上半身裸になります。） 

      下：ハーフパンツ 

        （検査のときは、ハーフパンツを尾てい骨のあたりまで下げます。） 

○注意事項・・・①髪の毛が肩にかかっている場合は、アップなどにして結び、結んだ髪の毛が肩

や背中にかからないようにしてください。 

②ポケットには何も入っていない状態で視聴覚室に来てください。 

③名前を呼ばれたら、アルコールで手指を消毒し、番号札を受け取ってから、視

聴覚室の中に入ってください。 

④動いてしまうと検査がなかなかできませんので、検査機関の方の指示に従って、

動かないようにしてください。 

⑤マスクはつけたまま検査をします。 

⑥検査が終わったら、アルコールで手指消毒をしてから教室に戻ってください。 

○検査結果・・・２次検査（低線量 X線検査）の必要がある場合のみ個別にお知らせいたします。 

        ２次検査は９月を予定しております。 

【正常な画像】 【側わん症の画像】 

検査をすると、写真

のようにシマが見え

て、背骨が曲がってい

るかどうかわかるん

だよ。 

脊柱側わん症は、 

 背骨が曲がってねじれてくる病気です。 

 学童期・思春期の急に背が伸びるときに多く、男子よりも女子に多く見

られます。成長期を通して、進行・悪化する病気なので、早期に発見する

ことが大切です。 

＜＜ 背中の写真 ＞＞ 

山武市立蓮沼中学校 

保 健 室 

令和３年６月２５日 

（１年生用） 

○２週間以内に発熱があった場合、風邪症状がある場合等は、受診できません。来年度も受診

できますので、ご理解いただけますよう、よろしくお願いいたします。 


